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I試験目的
森林に対する社会的賤糸が強まり•席林施某も小面積皆伐•択伐・斷伐等質的に変化してきて

いる。このため,集村作系も伐区面積の縮小,仪区の分散等作業条件が変わり〔伐区当りの集材

软や堡材期間が波少し・機械設備の移動,架設撤収等の綢作安の比率が増大してきている。

なかでも.架線集材における集材制！の架没は,作業の埸が而積的広がりをもつ林地であるため

昇動が多く・分散しやすい作業形態となって作業手頒が砲立されにく く時間的なDスも多くみら 

れる。また,盤台作設では生産途上の丸太を使用した画一的な方法が多くとられているうえ,振 

助沁.吿の防止上から玉切装置の導入が加わったこともあって,多くの労力や時間を費やすととも 

に丸太の剋品価値の低下にもつながることになっている。

このようなことから•副作菜軽波の対策が求められている。そこで架糊!堡材における副作業の

4；項を幽査し,副作・業軽減の手がかりを彳9る基礎?t料とするとともに,問題点の検討を行ったも 

のである。

I 試験の経過と得られた成果
I凍査の方法

この,凋査は昭和5 4年度から昭和5 6年度までの3ヶ年間灾施したものである。

昭和5 4年度は国右林のI 4常林(支)局に対して,表ー1.-2に示した「集材機作業に

おける副作業の実態潤べ」および「集材機作業の作業条件调ベ」の調査表に基づいて調査を依

頓し・賢料を収集した。

また,昭和5 5年度および昭和5 6年皮は初年度の调査対歎となった事業所の中から選定し 

た! 2灾行箇所について,作業分析および時間分析筈による現地調査を行い,実態調査資料を 

補充した。

調査件数は丨55件で,局別では北海道2.旭川5,北見］,帯広1,函館3,肖森】5, 
秋田3 2,前橋8,東京19,長野2 3.名古屋丨6,大阪5 ,高知2 ,熊本2 3となってい 

る。
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伉設「よる以:,助式または固定式の玉切关健の組合せが多く .縫架線では土盤台または土工の 

みのしのによる侈担!式玉切装催または手持のチューンソー使用の組合せが多くなっている。

H；人CH：tG人の3.1%. 7人の290, S人の18%が多い。そして,伐倒1人～2人, 

おかけI人～ 2人,荷おろし(植込み兼務)丨人.造材丨人～ 3人,運酝!人が主な作業配 

18となっている。

なお.地域によってポ米り方式の採用や設台作設にちがいがみられ,北部の北海道,旭川, 

北!l帯広•函館,柠球,秋田等の営林(支)局においては軽架線を含めた桃々の索張り方 

式が择用されt雄台作設なしまたは土盤台によるソー移動式の組合せが多くみられる。また, 

网都の大阪’高知,熊本筈においてはエンドレスタイラー式による木製整台または土 •木併 

没によるソー固定式の超合せが多くみられる。

図-1集材方法の現状⑴
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図ー 5架設撤収の延人貝分布

表ー 3 索張り方式と使用器材景

索最り方式
スノヾン 

(wO
爬器重量 

(阮)
爪錘 
(阮)

ブロック類
(個)

クリップ類
(便)

エンドレスタイラー式 6 2 4 1 4 4 25 5 4 〇 1 〇 1
タ イ ラー 式 59 0 1 〇 6 1 08 28 7 6
フ・一リングブロワク式 5 l 〇 11 2 230 30 83

会 架 親 2 7 3 23 2 5 1 3 36

検定及び試連転架設付帯作業
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図ー 6 架設撤去の要素作業別割合
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の作設をなくすことが軽減につながるであろう。
なお.木藍炫台堆では坦材線の味設が終了しない阻り,盤台の作設が実行できないため作

牧か炊期にわたることと•作設に特味な技能を必装とすることも問題となっている。玉 
切残『も;tめた一体化したコンパクトな設備機区を開発し.少人数でしかも短期問に作設す 
ることが必要である。

図一 7 盤台の種類別而積および使用材積

〇木製盤台 •土盤台 ▲土・木併設
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(4I玉切建(Kの数設作英
M I 〇は玉UJ黄置の•改設：延人員,以-11は爲台作設と玉切装股の延人員割合について 

示したものである。
玉巧误险の延人員についても.玉切装昭の移動・敷設,解体撤収等について,集材線の架 

設微収と冋様に算出している。
迤人口を機巧別にみると.ソー固定式が3 8.ソー移動式が9で固定式は移動式の4倍以 

上の労力を’以している。固定式はローラー・チェーンコンベア笥の材送り装置・チェーンソ 
一,動力源竹の敷設機材が多いが.移動式は動力源,戒女［コード等のみで機材が少ないこと 
から,延人員に大舎な尺が生じているとみられる。特に,固定式では集材木の長い場合’3 
〇 m以上にわたって敷設されている事例もみられ,荷おろし盤台を含めると5 〇 m以上の長 
さになっている。そのうえ,地形が急岐であれば敷設に多くの労力を要することになり,延 
人員で7 〇以上となっているものが6 %みられた。
図ー丨Iに示したように,集材線の架投撤収,盤台作設,玉切装置の敷設等の副作業全体 

に占める間定式玉切装置の割合は•土盤台が2 2 %, 土 ・木併設が2 〇 %、木製盤台が19 
缶といずれも大さい。そして,盤台作設を含めてみると.土 ・木併股の固定式が4 0%,木 
爬海台の固定式が4 2 %となっており,固定式玉切装置については機材の改氏,や敷設方法の 
改善が必要である。

また,これらの造材装戲のほかにグラップルソー等の移動式玉切機械の導入も考慮:する必 
艮がある。すでに,トラクタ集材箇所での実行はみられるように•土場の地形条件として平 
担地を多く必要とする面もあるが,林道の捨土等を利用して土場を拡張するとともに,走行 
による移動が可能であるため集材線や造材鳩所等の配匱によっては導入が可能となり•軽減 
につながるとみられる。

図ー10 玉切装置の敷設延人員
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土 ・固定式

土固定式 木移製動盤台式

121211

1111

土 ・移動弍 木固定式

整台作設玉切装敏 多)〇盤台作股玉切装置 lOOf*

図ー11盤台作設,玉切装置敷設の延人只割合 
(索强り方式はエンドレスタイラー式)

⑸副作業延人員
図ー12は1盤綵当りの朝血と副作業宰’表ー 4は副作業延人員について示したもの『 

ある。
図ーI 2の副作笑率(S)は元切,枝払,荷かけ・適氏玉切,巻立,積込,荷はずし円の主 

作矣延人員を通勤補正し,補正主作が延人員(F)と副作業延人負(B)とから,(S)=(B)/ { (B) ■ I | 

}として求めたものである。
副作:・率でみると当然のことではあるが,生産:Rが多い場合は主作業の割合が高くハー,マ 

副作業率が減少する。この結果,» 盤台当りの生産量が1.6 0 0淀以下では副昨業・か3 〇 
%を越すものが2 7务になっている。これらは梃架線方式の土盤台においてもみらオI, ! 

量に较ペると側作業が多いことになる。
架線桀材は架設撤収を主体とする副作業にかなりの労力を要し,その副作業率は生再h；s 

多少に強い彩響を受けることから,生産彼が少ない埸合には盤台作設,玉切り装置の敷房て 
の工程での簌滅かより禾要な課題となってくるであろう。また,生産Mが多い場合にはIた 
台を2～ 3伐区の集材に使用する方法かとられているものが一部ではあるがみられた。UIZ 

や索張り方式の決定時に,次の伐区との位战関係も考慮して盤台位置を選定することか: 
不可欠な要件であろう。

表ー4は保付線の架設撤収,篷台の作設解体,玉切装曜の敷設撤収について,各方式別の 
延人員を比較したものである。
エンド>スクイー,一式・木9i!隘台.ソー岡定式玉切装置の組合せの延人員を10 0とした 

場合の各粗合せの比宝を示している。
と弘J)ガ式ではエンドレスクイラー式以外の方式による土 •木併設盤台でのソー移動式玉 

切的:1の小合・•ナが低くなっている。副作史を固定化したものとどえるのではなく,現地の集 
材条件に應合した方式を検肘し,労力と使用器村の軽波および作設日数の短縮をはかること 
が必賤であちう。

その他•作栄仕組の選択にあたっては,トラクタ集材可能滴所ではトラクタ集材の実行を 
位";Jし.ロク’ロー々’やトラッククレーンの専入をはかる。また.钵道の捨土利用や自然の地 
彩を利用した土就台方式を活用し,盤台作設は作芸の安全上からみた必要最小限の規模にと 
どめることが必吸であろう。
以」・.のように架・総染材における副作楽の実態を調査し.その所要人月を中心に検討結果を 

述べた。一殺的にはまだ副作業を固定化してみる傾向がうかがわれ,退去の調农结果とほと 
んど変っていない。役雑な地形条件の林地での作業としてみても3分の1以上の比率になる 
ものは問額があるといえる°
画一的な索張り方式の採用や碓台の作設をとらず,現地に遮含するものを選択するととも 

に,方法や手順についての瞌立と指導方法を検討することが必要であろう。
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表ー4 副作斐延人員の比較

索張り方式 ［な。(皿) 魅 台 |而植(m*) 玉切装10 延人員比宰

エンドレスタイラー［6 24 木 製; 2 26 固 定 式 1 00
" I〃 〃 移 動 式 86
〃

1
, " 土木併設1 20 1 固 定 式 90

" I1 〃
移 動 式 77

〃
1
！ 〃 土 悠台1 154 固 定 式 831 

フォーリングブロック;5 I 〇 木 製1 226 固 定 式 80 次代検定林に関するデータ解析
"
〃

I1 〃
1
！ 〃
1! 〃

土木併設;

U

2 〇 1
移

移

動

動

式 66
65 プログラムの開発

〃 土 您台［ 1 5 4 固 定 式 ? 〇

〃 ］〃 〃 ( 〃 移 動 式 5 6
タ イ ラー;590 木 wi 2 26 固 定 式 7 6

〃 !〃 ,1
移 動 式 62

0 1•1 〃

• ff

土木併股［ 2 〇 1 固定式 7 4
“ 移 動 式 60
〃

1
1 "1

1
土 盤 台； 1 5 4 移 動 式 5 2

軽 架 線:273 土木’併設1 20 1 固 定 式 5 6
〃 , 〃 〃 ! 〃 移 動 式 4 2
〃 ! 〃1 土 盤 台: 1 5 4 移 動 式 3 3
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